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はじめに
　明治大学で文学部考古学研究室が開設されたのは1950年、そして現在の考古学博物館の
前身である考古学陳列館が1952年に設立されている。約50年になろうかという期間、研究
室による発掘調査で出土した遺物の保管・展示の役割を陳列館（現考古学博物館）が果た
してきたということができる。その結果、現在では約10万点におよぶ考古資料が収蔵され
ている。しかしながら、1970年代以降、博物館へ新規に収蔵される発掘資料はのきなみ減
少し、1980年代半ば以降は、新しい発掘資料が収蔵されることはほとんどなくなった。
　これは、発掘調査自体が大学主体から（少なくとも予算的には）自治体主体へ、また、
出土品も原則として地域の歴史教育の生きた教材として地元で活用されるという趨勢と大
いに関係がある。こうした傾向の是非を問う趣旨では全くない。このような大学考古学を
めぐる実態のなかで、開館50年になろうかという当館が、考古学専門の大学博物館として
他と異なる特色は何か、過去の収蔵資料の膨大さを自負する一方で、今われわれに教育と
研究の両面で何ができるのかが問われる一年であった。
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　1949年9月4日、明治大学考古学
研究室は、地元群馬県をフィールド
として研究活動をしていた故相澤忠
洋氏の発見にもとづき、群馬県岩宿
遺跡の発掘調査を実施した。その結
果、縄文時代を遡る土器を伴わない
石器時代文化の存在が判明したので
ある。発見の当初は、先土器時代・
無土器時代とも命名された日本旧石
器時代の発見であった。「縄文時代
以前の日本は無人の荒野だった」と
群馬県岩宿遣跡発掘50周年記念事業
??
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群馬県岩宿遺跡第1回本調査（1949年10月）
いう当時の学界の常識をくつがえすとともに、列島人類史に万をもって数える新たなエポ
ックを付け加えることになったのである。岩宿遺跡の発見と発掘は、戦後の考古学史のな
かで最も重要な成果の一つとして挙げることができる。
　現在、その岩宿遺跡出土品は国指定の重要文化財として当館に所蔵されている。そして
1999年度は岩宿遺跡の発掘50周年にあたる。そこで、当館ではこれを記念し、以下に述べ
るような記念事業を行った。岩宿遺跡の発掘成果とその後の日本旧石器時代研究50年の歩
みを振り返り、さらなる50年、100年と続く研究への橋渡しとなれば、との意図である
（事業報告も参照のこと）。
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　　　　　　　　　　　群馬県岩宿遺跡発掘50周年記念事業
1．特別展「岩宿発掘五十年一旧石器研究の原点と足跡　　」の開催
2．記念シンポジウム「日本旧石器時代研究の原点をふりかえる」の開催
3．図録・シンポジウム記録集「岩宿発掘五十年　旧石器時代研究の原点と足跡」の刊行
4．岩宿遺跡出土旧石器時代石器群の再整理報告（『明治大学博物館研究報告』第5号）
　（1）特別展「岩宿発掘五十年　　旧石器研究の原点と足跡一」
　この特別展では、当館所蔵の岩宿遺跡出土品、当時の発掘記録など岩宿遺跡関連の資料
を日本旧石器時代研究の原点として展示構成のメインに据えた。展示構成は、大きく10の
サブテーマに別れる。1「ハックツニセイコウ　タダナミダノミ」、II「発見の拡大」、　III
「金木の『偽石器』」、IV「ナイフ形石器文化の探究」、　V「石槍文化の系譜」、　VI「細石器
文化の予感と発見」、VII「ひろく、深く、そしてヒトへ　旧石器研究の画期」、　VIII「おりか
さなる旧石器文化」、IX「最古の磨製石器と環状のムラ」、　X「旧石器人の石器作りと生活
を探る」である。
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　展示資料およびパネル用写真資料を借用した機関／個人は以下の通りである。記して感
謝の意を表する。
　〈機関〉市立市川考古博物館　笠懸野岩宿文化資料館　神奈川県教育委員会　（財）かな
　　　　　がわ考古学財団　国際基督教大学考古学研究センター　群馬県教育委員会　群
　　　　　馬県埋蔵文化財センター　群馬県埋蔵文化財調査事業団　埼玉県埋蔵文化財セ
　　　　　ンター　埼玉県埋蔵文化財調査事業団　相模考古学会　須賀川市立博物館　諏
　　　　　訪市博物館　倉敷考古館　津南町教育委員会　長門町教育委員会　長野県埋蔵
　　　　　文化財センター　野尻湖ナウマン象博物館　市立函館博物館（順不同）
　〈個人〉菅井進（日本考古学協会会員）　田原倫子　児玉修（長門町原始・古代ロマン
　　　　　体験館）　望月明彦（沼津工業高等専門学校）（敬称略）
　また、展示制作にあたって下記の方々にご協力いただいた。（敬称略）
　展示指導　安蒜政雄（文学部教授）
　展示補助　荒井弘道　石川二三枝　恩田貴康　河上智晴　川本真由美　塩田貴子　品川
　　　　　　欣也　高橋　潔　寺門義信　冨松裕幸　宮本香奈子　宮本淳一　矢田美知子
　　　　　　（博物館実習生）　岩泉辰子　高城大輔　山科　哲横山　真　吉田　望
　　　　　　（明治大学大学院）　小林克次（明治大学大学院研究生）　内田　仁　武田
　　　　　　友子　平井義敏（明治大学学生）
　②　記念シンポジウム「日本旧石器時代研究の原点をふりかえる」
　本シンポジウムの記念講演では、まず日本旧石器時代研究の発端となった岩宿遺跡発掘
調査が行われた50年前の学界の状況や発掘の様子を当時撮影されたカラースライドを交え
ながら大塚初重氏に語って頂いた。岩宿をめぐる人間模様を含め、貴重な学史の1ページ
が明らかにされたと思う。続いて、
日本旧石器時代研究の原点は岩宿に
ありきという立場で、50年の研究史
を岩宿発掘報告書にみられる3つの
視点から安蒜政雄氏にまとめて頂い
た。これを受けて、各報告者から、
旧石器時代の自然環境・編年・社
会・理論それぞれのテーマで研究の
歩みと展望を語って頂いた。やや時
間的に余裕がなく、これからの研究
の展望について充分な議論ができな
かったことは残念であったが、当日
の記念講演・報告内容は次項の「岩
宿発掘五十年　旧石器時代研究の原
点と足跡」に掲載した。
韓轟
記念シンポジウム
シンポジウムの構成
記念講演①：岩宿遺跡発掘の頃 スライド上映会　　大塚初重（明治大学名誉教授）
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記念講演②：岩宿遺跡の発掘と旧石器時代研究の原点　　　安蒜政雄（明治大学教授）
報　　告①：第四紀研究の進展と自然環境の復原　町田　洋（東京都立大学名誉教授）
報　　告②：編年研究と時代区分の歩み　　　　　　　　　　　岡村道雄（文化庁）
報　　告③：遺跡の構造研究と旧石器時代社会の復原　　鈴木忠司（京都文化博物館）
報　　告④：旧石器時代研究の方法と理論　　　　　小野　昭（東京都立大学教授）
総　　評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸沢充則（明治大学教授）
　（3）
目次
1
図録・シンポジウム記録集「岩宿発掘五十年　旧石器時代研究の原点と足跡」
岩宿遺跡の調査と旧石器文化
1．岩宿遺跡発掘調査日誌
2．岩宿遺跡の旧石器文化
II　旧石器時代研究の原点と足跡　　1999年度特別展
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???
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「岩宿発掘50年　　旧石器研究の原点と足跡』より
1．「ハックツニセイコウ　タダナミダノミ」
2．発見の拡大
3．金木の「偽石器」
4．ナイフ形石器文化の探究
5．石槍文化の系譜
6．細石器文化の予感と発見
7．ひろく、深く、そしてヒトへ　　旧石器研究の画期
8．遺跡の解説
　出展資料一覧
III　シンポジウム『日本旧石器時代研究の原点をふりかえる』記録集
2　博物館実習
　本年度も昨年度に引き続き、学内・学外の博物館実習生を受け入れた。今年度は、岩宿
50周年事業など博物館活動が例年よりも多岐にわたったので、これに合わせて実習コース
を、①図書整理コース（5月24日～5月28日／1名）、②第25回公開講座コース（5月28
日・6月4・11・18・25日／5名）、③岩宿50周年特別展コース（6月21日～7月23日／
計12名）、④第26回公開講座コース（10月29日、11月5・12・19・26日／7名）、⑤資料・
図書整理コース（11月5日～11月19日／2名）の5つに分けた。いずれも、年間にわたる
博物館活動の基軸となる業務にシンクロさせ、短期間ながらも具体的な仕事の「体感」
「達成」に重点をおいて指導した。単なるシミュレーションならば意味が無いという立場
である。ちなみに実習期間は、学内実習生が原則5日間、学外実習生は原則10日間であ
る。学外からは創価大学2名、武蔵大学1名、専修大学1名、学内からは21名で、受け入
れ合計人数は25名であった。
3　1999年度新収蔵の資料
　本年度の新収蔵資料には、茨城県在住
の川上博義氏（日本考古学協会会員）よ
り寄贈された弥生土器を中心とするコレ
クションと、あらたに購入したルリスタ
ン青銅器のコレクションがある。前者
は、茨城県の弥生後期の代名詞ともいえ
る十王台式土器をはじめ、縄文晩期の大
洞式系土器や石鎌、古墳時代の須恵器な
ど貴重な資料24点で構成されている。そ
の内、十王台式土器の一群については　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川上博義氏寄贈資料の展示「明治大学博物館研究報告」第5号で資
料紹介を行っている。ルリスタン青銅器は、現在のイラン北西部にあたるルリスタン地方
でよくみられることからそう呼ばれる。今回購入した資料は青銅容器9点であるが、ルリ
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スタン青銅器にはその他にも武器や装飾品が知られている。ルリスタン青銅器について
は、年代や文化の系統など不明な部分も多く、今後の研究課題である。
4　大久保忠和考古学振興基金による研究奨励
　大久保忠和考古学振興基金は、本学考古学専攻を卒業し研究に遭進しつつも志し半ばで
逝かれた故大久保忠和氏の遺志を生かすため、遺族から寄せられた指定寄付で1995年に設
定された。
　以後毎年、考古学・博物館学の分野で優れた業績をあげた個人・団体に対して同基金を
もとに研究の奨励を行っている。第3回にあたる本年度の受賞は、戦前を代表する考古学
者のひとりで、明治の元勲・大山巌の子息である、大山柏邸宅跡の発掘調査に対するも
の。受賞者は調査団団長の明治大学文学部阿部芳郎助教授。大山氏主宰の「大山柏史前学
研究所」は、戦災により焼失した。貴重
な内外の考古資料も運命を共にしたとさ
れている。その跡地が再開発されること
となり、阿部助教授はそれらの資料が残
存している可能性があることから、「大
山資料」の回収を試みた。いわゆる「埋
蔵文化財」ではないため、行政側の対応
も慎重とならざるをえない状況のもとで
の調査となったが、戦前の考古学史を掘
りおこす基礎的かつ重要な研究であると
いう点で、今回の受賞となった。受賞式
は11月26日、第26回博物館公開講座『素
材からみた古墳時代』修了式にあわせて
執り行われた。
大山邸跡について語る阿部助教授
5　学芸員の主な調査・研究活動
発掘調査等
カンボジア王国・アンコール遺跡群修復プロジェクトへの参加（黒沢　浩）
　　　　　カンボジア王国アンコール・トム王宮前広場プラサート・スープラ前面テラ
　　　　　ス調査（8月1日～9月21日）
　　　　　カンボジア王国アンコール・トム王宮前広場プラサート・スープラ前面テラ
　　　　　ス調査（3月5日～3月25日）
長野県鷹山黒耀石原産地遺跡群継続調査への参加（島田和高）
The　4th　international　symposium：SUYANGGAE　and　her　neighbours（韓国丹陽）
及びエクスカーション（韓国光州、釜山、丹陽、清州、ソウル）への参加（島田和高）
著作等
黒沢　浩「埋もれた歴史を掘る』（共著）白鳥舎
黒沢　浩「遺物の変遷一前期中期の様相」『文化財の保護』第31号
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黒沢　浩「集落の展開　　島嗅部」「文化財の保護』第31号
黒沢　浩「川上博義氏寄贈の十王台式土器」『明治大学博物館研究報告』第5号
黒沢　浩「研究ノート　生涯学習時代の大学博物館」『明治大学博物館研究報告』第5
　　　　　号
戸沢充則・安蒜政雄監修、島田和高編『長野県鷹山黒耀石原産地遺跡群の研究』平成8
　　　　　年～10年度科学研究費補助金（基盤研究（A）（2））研究成果報告書
島田和高「月見野遺跡群と槍先形尖頭器」（共著）『大和市史研究』25
島田和高「遺跡群研究」『石器文化研究7・岩宿発掘50周年記念　日本旧石器時代研究
　　　　　50年と今後の展望』石器文化研究会
島田和高「槍先形尖頭器と黒耀石原産地」『岩宿発掘50年の成果と今後の展望　予稿集』
　　　　　笠懸町教育委員会・岩宿フォーラム実行委員会
島田和高「岩宿発掘1949－1950：基礎整理編」「明治大学博物館研究報告』第5号
安蒜政雄・島田和高編「岩宿発掘五十年　旧石器時代研究の原点と足跡』明治大学考古
　　　　　学博物館
??????????『??????????ー?』
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6　博物館公開講座
　博物館公開講座「考古学ゼミナール」も本年度で25回目を迎えた。1997年度からは、
「素材シリーズ」と銘打って『黒耀石の考古学』『鉄の考古学』『素材からみた弥生時代』
を展開してきたのであるが、「素材シリーズ」もユ999年度で終止符を打つことになった。
第25回公開講座では『素材からみた縄文時代』、第26回では『素材からみた古墳時代』を
それぞれ開講した。時代ごとに「素材」をキーワードにし、装身具、木器、接着剤、塗
料、石棺石材など多彩なテーマを技術史的あるいは認知的な観点から解読してもらった。
ちなみに次なる新シリーズは「地域の考古学シリーズ」を予定している（事業報告と講座
資料も参照のこと）。
第25回博物館公開講座「素材からみた縄文時代」
　5月28日㈹　縄文時代の装身具　　ヒスイの流通と攻玉技術一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和洋女子大学　寺村　光晴
　6月4日囲骨と角と貝の道具　　　　市原市史跡上総国分尼寺展示館忍澤成視
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6月11日㈹
6月18日㈹
6月25日㈹
縄文時代の木工文化
縄文時代の接着剤一アスファルトの利用
縄文土器の歴史一製作と用途から一
敦賀短期大学　網谷　克彦
文化庁記念物課　小林　克
　　明治大学　阿部　芳郎
第26回博物館公開講座「素材からみた古墳時代」
　10月29日㈹　銅鐸の生産とヤマト政権
　11月5日團　土の造形1　　埴輪の生産
　11月12日㈹　土の造形II　　須恵器の生産と流通
　11月19日團　死者の世界の石一石棺石材
　11月26日㈹　古墳時代の絵の具　　赤色顔料
　　　　　明治大学　小林
国立歴史民俗博物館　杉山
　神戸山手大学教授　田辺
　　　　倉敷考古館　間壁
　　　　　別府大学　本田
??????
　なお、本年度から博物館公開講座は、明治大学リバティ・アカデミーの一講座として位
置付けられた。公開講座にかかわる事務手続きの作業は、本学事業課へ移管された。今
後、講座などの博物館活動は、全学的な生涯学習プログラムの一環として位置付けられて
ゆくことになるだろう。
7　その他
　鳥取県妻木晩田遺跡群の保存・活用運動の一環として計画された「むきばんだフォーラ
ムin東京」が、10月2日（±）に明治大学リバティ・タワー1階リバティホールにて開催され
た。主催は、むきばんだ応援団と明治大学考古学研究室であり、当館は事務局としてお手
伝いさせて頂いた。都心型大学としての地の利を活かし、各種考古学関係のシンポジウ
ム・講演会の会場に大学を積極的に活用して頂ければと思う。
　以上が1999年度の考古学博物館の主な活動内容である。その他、学芸員が係わった細か
な仕事は数知れずあるが全て省略する。
　　　　　　　　　　　　　　　　（しまだ　かずたか　明治大学考古学博物館学芸員）
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明治大学考古学博物館の概要
　明治大考古学博物館は1952（昭和27）年に考古学陳列館とし
て出発し、1985（昭和60）年に現在の名称に変わりました。
　所蔵資料は約10万点を数え、これらは1950（昭和25）年に創
設された文学部考古学研究室の40数年間にわたる発掘調査の成
果ともいえるものです。当館の展示は、そうした資料により構
成されており、どの遺跡の資料も戦後の日本考古学の発展に重
要な役割を果たしてきました。中でも、岩宿遺跡や砂川遺跡の
石器、出流原遺跡や夏島貝塚の出土資料などは国の重要文化財
に指定されています。
　当館の特徴は、このような資料を実際に目にすることができ
ることであり、そこから一人一人が自分の目で歴史を感じとっ
てほしいと願っています。
　学生の勉学だけでなく、内外の研究者、そして生涯学習の一
環として社会一般の方々に広く利用していただければ幸いです。
（明治大学考古学博物館リーフレットより）
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